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株式会社 北陸電設
〒930－0813　富山市下赤江町一丁目13番15号
TEL.076－441－1114　FAX.076－441－1115
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沿革

昭和 34年 5月

昭和 34年 8月

昭和 45年 7月

昭和 46年 6月

昭和 48年 3月

昭和 49年 5月

昭和 50年 9月

昭和 50年 12月

昭和 62年 1月

平成 2年 3月

平成 7年 10月

平成 9年 7月

平成 13年 11月

平成 15年

平成 17年 1月

平成 20年 11月

富山市岩瀬松原町38番地にて資本金30万円で

有限会社北陸電設工業所を設立

初代社長　畠山 才次郎

富山県知事登録（わ）第2466号　取得

穴掘建柱車を内線業者として初めて導入

富山市下赤江町一丁目13番15号に倉庫を新築

上記住所に新事務所を新築

富山市岩瀬松原町より下赤江町の新事務所へ業務を移転

資本金1,000万円へ増資

株式会社北陸電設に組織変更

資本金1,700万円に増資

資本金2,000万円へ増資

二代目社長　畠山 志郎　就任

ケーブルテレビ工事に参入

第1号の高所作業車を購入

資本金4,000万円へ増資

機械計装工事に参入

資本金5,000万円への増資

三代目社長　藤岡 健一　就任

会社のあゆみ

創業者・畠山才次郎は戦前の日満アルミ（現昭和電工富山）に勤務後、昭和15

年満州に渡り、電力工事の経験を積む。

昭和23年に帰国し、経験を活かして電気工事業を起業し、工場受変電や水力

開発工事等の電力工事に参入。

昭和34年「有限会社北陸電設工業所」を設立した後は弘電社外線部北陸出張

所も兼務した。

主力工事は発変電設備から工場電気設備、道路電気設備、建物電気設備と変わ

り、現在は光通信インターネット部門・機械計装部門・内線工事部門を構成

し通信の数ボルトから変電所の 6 万ボルトまで広範囲な対応ができる企業と

なった。

北陸電設　富山 検索

照明・電気設備
人が集う場所をつなぐ

情報・通信設備
情報の流通をつなぐ

機械・計装設備
ものづくりの現場をつなぐ

創造
Creat ion

人
People

情報
Information

CONNECT
「つなぐ」を創造する。

To create a connect ion.

人を継なぎ、情報を接なぎ、創造を繋ぐ
つ つ つな

今も絶えず成長をつづける都市。

その原動力となっているのが、エネルギー、情報、光。

これらを安全に、確実に供給・伝達することが北陸電設の仕事です。

北陸電設は広範囲で重要な仕事の一つひとつを

ニーズに合った設計と工事仕様書に基づいた施行計画を行い

常に創造性の高い仕事を進めています。

都市の成長が新しいニーズを生み、それに応えるために私たちも向上し、

新しい力を伝えたいと考えます。

株式会社北陸電設　御中　仕上がり A4サイズ観音折パンフレット　【外面データ】　（入稿日　2017.00.00）
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